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	応用
	抗原情報
	背景
	一酸化窒素は、神経伝達、抗菌作用、抗腫瘍作用など、様々なプロセスにおいて生物学的メディエーターとして作用する反応性フリーラジカルです。この遺伝子は、肝臓で発現し、リポ多糖と特定のサイトカインの組み合わせによって誘導される一酸化窒素合成酵素をコードしています。3つの関連する擬似遺伝子が、17番染色体のスミス・マゲニス症候群領域内に位置しています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：L-アルギニン + n NADPH + n H(+) + m O(2) = シトルリン + 一酸化窒素 + n NADP(+).,補因子：1つのFADと結合します。,補因子：1つのFMNと結合します。,補因子：ヘム基.,補因子：テトラヒドロビオプテリン（BH4）。酵素の二量体形態を安定化させる可能性があります。,酵素調節：カルシウム/カルモジュリンによって調節されます。アスピリンはこの酵素の発現と機能を阻害し、翻訳・翻訳後修飾レベルおよび触媒活性に直接影響を及ぼす可能性がある。,機能：全身で多様な機能を持つメッセンジャー分子である一酸化窒素（NO）を産生する。マクロファージにおいて、NOは殺腫瘍作用および殺菌作用を媒介する。,誘導：エンドトキシンおよびサイトカインによる。,オンライン情報：一酸化窒素合成酵素エントリー,類似性：NOSファミリーに属する。,類似性：FAD結合FR型ドメインを1つ含む。,類似性：フラボドキシン様ドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモ二量体。SLC9A3R1に結合する。,組織特異性：肝臓、網膜、骨細胞、肺の気道上皮細胞に発現する。血小板には発現しない。,
	研究分野
	アルギニンおよびプロリン代謝;カルシウム;がんにおける経路;小細胞肺がん;
	画像データ
	

	iNOS（リン酸化Tyr151）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	iNOS（リン酸化Tyr151）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

